
現代工芸美術界を代表する漆芸家。文化勲章受章。名誉市民。 

髙橋節郎（たかはし せつろう）    

＜髙橋節郎が活躍した時代＞ 1914（大正３）年～2007（平成 19）年   享年９２歳 
大正３ 昭和 平成 
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「水晶山で遊んで、夕方になってもう帰らなければ怒られるという時刻になると、みんな少年 

たちは帰りを惜しみながら夕陽当たる水晶山を振り返り、振り返り帰る。名残惜しくてしょうが

ない、まだまだ遊びたい、でももう帰らなければいけないという時に、振り返り振り返り見たそ

の水晶山が、夕陽を浴びてきらきらと光っていた。その輝きが今でも忘れられない。これが私の

創作の原点です。」（日曜美術館インタビューより） 

「星空円舞」1991年（平成３年）「満天星花」1992年（平成4

年） 

 
             

漆屏風：1760×1730ｍｍ    漆屏風：1760×1730ｍｍ 

信州の星空をじーっと眺めていると、その中に自分

自身が吸い込まれていくような感じがする。すると、

闇の中からいろいろな形が浮かび上がってくる。漆黒

の天空に現れる、動物の姿、人物や妖怪。そんな少年

時代のイメージが、私の作品のモチーフを生み出して

いる。 

（『安曇野髙橋節郎記念美術館』より） 

「神々の山」1998年(平成10)年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
乾漆立体作品：770×380mm 
通称 水晶山という山があった 

子どもの頃 水晶を堀りにいった 

あちこち掘ってはみたが  

水晶は出なかった  

夕暮れとなり 夕日にキラッと光るも

のを見た あれが水晶か・・・ 

明日はあそこを探そう 

（『安曇野髙橋節郎記念美術館』より） 

「ひなげしの図」 

1950年（昭和15年）漆屏風 

  

「バラとカラジウム」 

1950年（昭和15年）漆パネル 

「豊松の島」 

1993年（平成5年）漆飾盤 

 
 
 
 
 
 

髙

南安曇郡北穂高村狐島（現 安曇野市穂高）出身 

穂高町名誉町民（現 安曇野市名誉市民） 

参考文献：「生誕百年髙橋節郎展」「安曇野髙橋節郎記念美術館」安曇野髙橋節郎記念美術館 編集発行 

「髙橋節郎 漆 黒と金の物語」髙橋節郎 著 

「安曇野教育6号山根基世元NHKアナウンサー講演会記録より」安曇野市教育会 

参考ＨＰ 「髙橋節郎美術館」 「安曇野市ゆかりの先人たち」 「安曇野アートライン北アルプスの麓」  

 

僕は安曇野で育った。子どもの頃の安曇野というのは、夜は漆黒の闇だっ

た。手を伸ばせば星が手に届きそうなところに輝いていた。 

鎗
そう

金
きん

という技法を駆使し、黒と金を基調に 
独自の漆芸術の世界を創り出した人物 



 

 


